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■研究成果概要（目的、実施内容、結果、今後の課題など） 

研究目的 

ヒューマン・サービスと認められる教育分野においては、教師はストレスが溜まりやす

い職業である。精神的な不安があるため、一般の人々よりも心身に様々な不快な変化が起

こりやすく、負担を感じることが多い。業務において負荷がかかりすぎると、十分な休憩

時間が確保されなくなる可能性がある。さらに、過労は労働者のバーンアウトを引き起こ

すことがある（Carter 2013）。中国においては、過労による教員のストレス、精神疾患

などの問題が浮上している。2020 年に開催した中国教員養成フォーラムでは、中国の初

等中等教育における教員の心理的な負担が大きいということが報告されている。とくにう

つ病、強迫性障害、不安症などの問題が深刻化している（游 2020）。 

心理的負担またはバーンアウトに関する先行研究としては、従来、多くの研究が医療職

や介護職を中心に行われてきた（宮崎 1997、鷲見 1998）。これらの職種は、医療福祉、

教育、学習支援などを含むヒューマン・サービス従事者と呼ばれる。いわゆる、人々と直

接にコミュニケーションを行うことが多いため、バーンアウトに陥りやすいと考えている。 

また、教員の心理的な負担とバーンアウトとの関連を、情緒的消耗感、脱人格化、自己

効力感の低下というバーンアウトの３尺度から分析する研究がある。教員の心理的な負担

は情緒的消耗感と脱人格化をもたらすことがあり（塚本 2021）、一方で、教員のバーン

アウトの発症には脱人格化が重要な役割を果たしている（謝ら 2022）。また、Pas, 

Bradshaw, & Hershfeldt（2011）によれば、教員の自己効力感とバーンアウトの両方が

教職経験年数の増加とともに増加する傾向を示すという。 

一方で、教員のバーンアウトの発症またはメンタルヘルスの悪化については、教員個人

の問題というよりも、学校組織の問題として考える必要があることが指摘されている（吉

武 2018）。そのうえ、特別支援が必要な児童生徒の増加や政府の教育への財政的な支援

不足も教員の心理的な負担に影響を与えることがあった（神林 2017）。また、小中学校
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の教員にとっては業務の削減や勤務時間の管理、コミュニケーションの促進が教員のメン

タルヘルス対策としてあげられている（宮下 2018）。 

しかしながら、教員の心理的負担に影響を与える要因は何か、という点については、多

くの国の先行研究を考察しても、中国教員のバーンアウトの影響要因に関する研究が不十

分であるということが言える。 

 

実施内容 

中国の学校現場においては、学級担任制は実施されていないが、学級担任が授業以外に

もクラスに関する多くの業務を担当している。そこで、本研究では、中国の学級担任の心

理的負担についてより詳しく考察するために、「中学校の学級担任を中心に、個人要因と

組織環境要因を含めて教員のバーンアウト傾向を引き起こす要因を明らかにする」を研究

課題とし、「中国教育パネル調査（2013-2014 学年）」のデータを利用し、中学校の学級

担任のバーンアウト傾向に影響を与える要因を検討した。分析方法について、本研究では

統計分析のソフトウェア STATA/SE 16.0 を使用し、多変量解析を実施した。分析の枠組

みは図 1 で示されている。 

 
 

 
図 1 分析枠組み 

出典）筆者作成 

 

 

研究期間全体の流れ 

2022 年 9 月はローデータのデータクリーニング、使用する変数の選択と分類を行った。

ローデータについて、「個人属性」、「学級担任属性」、「地域属性」、「学校属性」、

「バーンアウト」に関連する質問を選び、欠損値の処理・除去を行った。そして、「個人
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属性」、「学級担任属性」を「個人要因」に帰属し、「地域属性」、「学校属性」を「組

織環境要因」に帰属する。10 月は、ダミー変換とする必要である項目を選別し、ダミー

変数を作成する。そして、STATA で二項ロジスティック回帰モデルの作成と調整を行っ

た。11 月は、計量分析の結果に基づいて考察を行い、資料を収集した。最後に、本研究

は筆者の修士論文の一部であるため、12 月は修士論文を執筆していた。 

 

結果 

本研究では、学級担任の個人要因と学校の組織環境要因に関する独立変数 21 項目、学

級担任のバーンアウト傾向を表す従属変数 1 項目を用い、二項ロジスティック回帰モデル

を行った。以下では、筆者の修士論文により、次の 6 点が指摘されている。 

第一に、個人要因の中で、「学校に対するストレス」は「バーンアウト傾向がある」に

正に有意な効果があることが分かった。学校に対するストレスが増加すると、学級担任が

バーンアウトになる傾向の相対リスクはやや大きくなることが示された（odds=1.620、

p<0.1）。 

第二に、個人要因の中で、「毎日の生徒と話し合う時間」は「バーンアウト傾向がある」

に負に有意な効果があることが分かった。毎日に生徒との話し合い時間が長くなると、学

級担任がバーンアウトになる傾向の相対リスクはやや小さくなることが示された

（odds=0.825、p<0.1）。 

第三に、組織環境要因の中で、「学校の地理的位置」の「西部ダミー」は「バーンアウ

ト傾向がある」に正に有意な効果があることが分かった。東部に位置する学校の学級担任

と比較し、西部に位置する学校の学級担任がバーンアウトになる傾向の相対リスクは大き

くなることが示された（odds=3.916、p<0.05）。 

第四に、組織環境要因の中で、「学校所在地の立地」の「農村部」は「バーンアウト傾

向がある」に正に有意な効果があることが分かった。都市部学校の学級担任に比べ、農村

部学校の学級担任がバーンアウトになる傾向の相対リスクは大きくなることが示された

（odds=2.422、p<0.05）。 

第五に、組織環境要因の中で、「5 年間に学校が移転、拡張、改築の有無」は「バーン

アウト傾向がある」に正に有意な効果があることが分かった。教員の勤務校が 5 年間に移

転、拡張、改築をしたことよりも、5 年間に移転、拡張、改築をしなかった学校での学級

担任がバーンアウトになる傾向の相対リスクはやや大きくなることが示された

（odds=1.948、p<0.1）。 

第六に、組織環境要因の中で、「同学年におけるクラスの成績ランキング」は「バーン

アウト傾向がある」に負に有意な効果があることが分かった。学級の成績ランキングの順

位が上がるほど、学級担任がバーンアウトになる傾向の相対リスクは小さくなることが示

された（odds=0.654、p<0.05）。 
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考察 
本研究では、中学校の学級担任のバーンアウト傾向に影響を与える個人要因と組織環境

要因を総合的に考察した。二項ロジスティック回帰分析を通じて、個人要因は「学校に対

するストレス」、「毎日の生徒と話し合う時間」の２つ、組織環境要因は「学校の地理的

位置」、「学校所在地の立地」、「5 年間に学校が移転、拡張、改築の有無」「同学年に

おけるクラスの成績ランキング」の 4 つであったという結果が得られた。これにより、学

級担任のバーンアウト傾向には、個人要因と組織環境要因がともに影響していることが示

唆されている。 

なお、研究結果より、学級担任のバーンアウト傾向の増大は、学級担任の個人要因より

も、勤務校の組織要因や学校所在地の環境要因の影響がより大きいことが明らかになっ

た。とくに、中国の西部地域または農村部の学校現場では、教育資源の不足、生徒の学力

低下、教員の低所得などの問題があるため、教員は仕事に対する満足度が低く、地方や国

からの経済的、心理的支援を受けることが不十分である（田・于 2012、小川・鄒 2018）。

一方で、改築なしの学校に比べ、新築や改築された学校の室内環境品質は、教師の満足度

を向上させることがあった（Sadick & Issa 2018）。そのため、学校の増改築が教員の仕

事に対する満足度とウェルビーイングに積極的な作用を有すると考えられる。教員の仕事

に対する満足度やウェルビーイングが向上することと伴い、バーンアウト傾向を緩和でき

る可能性がある。また、中国では「素質教育」などの教育改革が進めているものの、学校

現場は未だに受験偏重型であるといえる。公立中学校の教員は、生徒の試験結果や学級の

順位をよく気にする（王 2014）。さらに、教員評価は学級の成績と関連しており、学級

担任は学級ごとと生徒個人の成績を重視しなければならない状態に陥り、バーンアウトに

なる傾向を高める原因となっていると考えられる。 

 

今後の課題 

本研究の限界としては、学級担任のバーンアウト傾向に影響を与える個人要因と組織環

境要因を明らかにするために、使用する変数を回帰モデルに一括投入し、媒介作用や調整

効果を考慮しなかったことがあげられる。とくに、バーンアウト傾向の有無に影響を与え

る要因を考察する際には、独立変数の間に互いに媒介作用があることが見られるため、媒

介分析または間接効果を考慮しないことは不謹慎である。 

また、回帰モデルの決定係数、調整済み決定係数、擬似決定係数が大きくないため、中

国の学級担任の心理的な負担に大きいな影響を与える要因は検出されない可能性がある。 

よって、今後の研究においては、中国の教員の業務負担に関するより詳細な分析を行い、

業務負担に大きいな影響を与える要因を検出することうえに、各変数の媒介作用や調整効

果を考慮する分析モデルを作成する必要があるであろう。 
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